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（1）科学技術人材に関する CSTP の活動のロードマップ（Roadmap for CSTP work on HRST, 7-8 October 
2004）より 






























所 (NIH) を調査対象とし、在籍する日本人研究者に対し、質問票による調査を実施した。 
                                                  
（2） 科学技術・学術審議会人材委員会第三次提言（平成 16 年 7 月） 
（3） 科学技術・学術審議会第 2 期国際化推進委員会「科学技術・学術の国際展開の戦略的推進について 中
間報告」（平成 16 年 7 月）P.10 より 
（4） 第 7 回技術予測調査 文部科学省科学技術政策研究所（平成 13 年 7 月）P.18 より、各研究分野で、
現在注目されている課題ごとにどの国が優位であると思うかという質問に対し、「保健・医療」、「ライ
フサイエンス」分野に含まれる課題については、日本が優位であるとする回答は少ない。 
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(参考) 




（Department of Health and Human Services: DHS）の公衆健康局（the Public Health 
Service）内にある 8 部署のうちのひとつである（5）。 
 連邦政府が生命科学研究のために支出する額の 70％以上は、公衆健康局が運用しており
（6）、また、公衆健康局の予算の半分以上は、NIH に配分される。NIH の予算総額は、約
271 億ドル（2003 年度）。18,000 名以上の職員がいる。（7） 
 ちなみに、ノーベル賞については、職員としては故マーティン・ロドベル博士（1994 年
医学・生理学賞）等５名、研究助成対象者としては 100 名以上の受賞者を出している（8）。 
 







































































































 国際活動に関する NIH 年次報告書（9）によれば、米国 NIH に在籍する外国人研究者数
は、3,147 名（2000 年）であり、このうち、日本人は 466 名で 14.8% を占める。1990
年から 2000 年の 10 年間に、NIH 在籍日本人研究者数は、400 から 470 名程度の間で推






















                                                  
（9） NIH Annual report of International Activities (1999－2000) 
（10） http://www.nih.gov 
（11） http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi 
（12） Directory e-mail forwarding service (http://directory.nih.gov) ：NIH に在籍している者の姓もしく
は名を入力することにより、該当者の NIH 内での連絡先（所属部、室名称、その住所と電話番号およ
び e-mail アドレス）の検索結果が表示されるシステム。 








④ 質問票の発送（2003 年 11 月 6 日） 
⑤ 質問票の回答回収（同年 11 月 7 日～12 月 10 日） 
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３．調査の観点、質問項目 
 























問 10．問９の答えが（１）はい のときにお答えください。 
①  具体的な応募活動をいつ始めましたか。 
② 応募したのはどのようなポジションですか。（複数回答可） 
 


















































発送数：338 通  











回答者の NIH におけるポジション内訳およびその割合は、図２－1, 2のとおりである。 
回答内容は、必要に応じて、 
① NIH 職員（NIH と雇用契約を結んでいる者） 













                                                  
（13） Position（英語）。身を置く（posit）場所が原義。研究者の間で日常的に（研究上の、あるいは一般
的な）「身分」「立場」「職」といった意味合いで用いられている言葉。 
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【図２－１】 回答者のＮＩＨにおけるポジション別内訳 






ポ ス ド ク 等 ポ ス ド ク
そ の 他





































































 NIH の外国人用ポジションには、大きく分けて、Visiting scientist と Visiting fellow








注：NIH で Visiting scientist として在籍している日本人は H-1B もしくは O-1 ビザを、







１．NIH 職員  
  （１）Visiting scientist 






職種としては、① Senior investigator、② Investigator、③ Staff scientist、④ 
Research fellow、⑤ Clinical fellow、⑥ Staff clinician の６種がある。 
 
 本調査報告書で用いた分類とこれら６職種との関係を以下に示した。 
  ① ＰＩ（テニュア）：Senior investigator に相当  
   実際の研究活動に加え、研究費の収支やポスドク等の雇用について権利と責任を有 
                                                  
（14） NIH 公式サイト内、Division of International Services のページ、
http://www.nih.gov/od/ors/dirs/isb/vs.htm および http://www.nih.gov/od/ors/dirs/isb/vf.htm より。 
  11 
する独立した立場の研究者である Principal investigator (ＰＩ) のうち、テニュア（終身在
職権（15））を有する者。  
② ＰＩ（テニュアトラック）：Investigator に相当 
 上記ＰＩのうち、現在はテニュアではないが、最初の契約から６年が経過しない
間にテニュア審査を受けることになっている者。 
  ③ Staff Scientist 
 テニュアの取得は前提となっていない研究者。 
  ④ その他 














（１）Visiting fellow（NIH プログラム） 




 Visiting fellow award は、２年間与えられるが、さらにもう 1年延長も可能である。 
なお、この NIH からの award を受ける場合以外にも、下記 (２) の通り、NIH 以
外の award や fellowship を受けて NIH に在籍することも場合もあるが、NIH にポス
ドクとして在籍できるのは、原則最長５年(16)である。 
                                                  
（15） Tenure (英語)。（地位などの）保有権あるいは保有期間の意。ここでいうテニュアは、通常、終身
在職権と訳されている。NIH のテニュアには、permanent (終身型) と indefinite（不定期型、主に就












































日本国外での活動期間は、５年以上 10 年未満とする回答が 16 名と一番多く、また、






















































































(B)ポスドク等 N=86 (A)NIH 職員 N=42 






































回答者の NIH 在籍開始年を図４に示した。 
 
（Ａ）NIH 職員 
NIH 職員の半数以上（42 名中 27 名＝23＋4 名）は、1997 年以前から NIH に在籍
していた。NIH の visiting program 規定によると、就労ビザ保持者で NIH 職員にな
った者については、「最初の契約から５年を超えて、（その契約が）更新されることは
ない。」とされていることから、次のようなことが考えられる。ポスドクから Staff 














































































































 （Ａ）NIH 職員 
   40 歳代前半までの研究者が３分の２（42 名中 28 名）を占めた。Visiting scientist 
program では、博士号取得後、ポスドクを３年以上経験した者に応募資格を与えて
いるため、能力と機会があれば希望するポジションを得ることも可能であり、実際、
今回の回答者の中にも 34 歳以下で職員である者が 3名いた。 
 
 （Ｂ）ポスドク等 
   34 歳以下が半数以上を占めたが、40 歳を超える者も６名存在した。これは、前述の



















                                                  
（17） 例を挙げると、日本学術振興会特別研究員制度（PD）の場合は、「採用時に 34 歳未満（医師、歯
科医師あるいは獣医師である者は 36 歳未満）であること」となっている。 










































(B)ポスドク等 N=86 (A)NIH 職員 N=42 










































 （Ａ）NIH 職員 
















  参考までに、おおまかな傾向を推測すると、NIH 職員とポスドク等との学位分野別
人数の比較では、医学は、ポスドク等 50 名に対して職員が 20 名であったが、理学は、























































(B)ポスドク等 N=86 (A)NIH 職員 N=42 
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３．主な回答内容 
 
 問４ 前のポジションを教えてください。 
 
 各人のキャリアパス想定に当たっての NIH における研究経験の位置づけの参考とするた
め、NIH 在籍前のポジションについて尋ねた。この設問への回答は、図７のとおりである。 
 
 （Ａ）NIH 職員 
職員のほぼ半数（42 名中 19 名）は、既に前職で「大学・公的研究機関等研究職」
を経験していた。「ポスドク」からの転職（同 15 名）も多かった。これは、「３年以






























































                                                  
(18) NIH postdoctoral fellowship program 規定により、応募資格は博士号取得後 5 年以内に限られている。 











































(B)ポスドク等 N=86 (A)NIH 職員 N=42 
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 （Ａ）NIH 職員 
「インターネットや雑誌の求人情報を見て」応募に至ったと回答した者は、42 名中
























                                                  
（19）http://www.jobs.nih.gov/ 
















































































(B)ポスドク等 N=86 (A)NIH 職員 N=42 
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 問７ 米国滞在の予定、帰国の時期を教えてください。 
 




 （Ａ）NIH 職員 
最も多かったのは、「グリーンカードを申請する予定である。あるいは既に取得済み
であるので、帰国の予定はない」（42名中 19名）とする回答であった。Visiting scientist 














帰国するかを決める。」（同 10 名）を選択した理由としては、 
























 NIH 職員には、帰国を希望する者（42 名中８名：ビザの有効期限まで 1名＋日本
でのポジションが確定した時点で７名）より帰国する意思がほとんどない、あるいは
その意思が弱い者（同 29 名：グリーンカード取得 19 名＋必要に応じてビザの種類を




















以上の２つの選択肢を選んだ者（57.0％：86 名中 49 名＝32＋17 名）は、現時点で




















































































































































ようなものを考えていますか」と尋ねた。この設問に対する回答は、図 11 のとおりである。 
 




究職」（42 名中 24 名が選択）を挙げた者が最も多かった。次に多かったのが、「日本
以外での研究職」（同 16 名）であり、さらには、現状に満足しているためか、転職を
「具体的に考えていない」（同 10 名）が続いた。 
 
 （Ｂ）ポスドク等 
「日本の大学・公的研究機関の研究職」（86 名中 54 名が選択）が圧倒的に多かった。



















  34 
 （Ｃ）全体 









「日本以外での研究職」を選択した 128 名中 43 名のうち、この選択肢のみを選択









「日本の臨床医」を選択した 128 名中 35 名のうち、この選択肢のみを選択してい
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 ある ない 不明 計
NIH 職員 13 27 2 42
ポスドク等 12 66 8 86
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前述の結果のとおり、ポスドク等に分類される者のうち、NIH 在籍開始年が 2001 年








































 2003 年中 2002 年前 不明 計
NIH 職員 5 4 4 13
ポスドク等 8 1 3 12























NIH 職員 6 0 1 0 7 1 0

























ポスドクを経験した者で、米国 NIH でポスドクになった者が多いことが判明した。 
 









































































１．日本と NIH の研究環境比較 
 
 問 11．日本の研究室と NIH の研究室との違いで、お気づきの点をお書きください。 
 
 本設問に対する回答結果は、前章で明らかになった問題点 
 ① 研究者のキャリアパスにおける海外経験、特にポスドク経験のあり方 
 ② 研究者にとっての魅力的な研究環境 
 ③ 帰国のための就職活動の困難さ 
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③ 研究リーダー、ボスとしてのＰＩについて 































































（２）「研究人材に関する指摘」中の ③ 「研究リーダー、ボスとしての PI について」
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３．新たな問題意識 
 
















































必要なことです。NIH のデイケアセンターは、生後 2 ヶ月から預かってくれるので、
出産によるブランクが最小限ですみます。 
¾ 年金制度の問題から、現在、教授の定年が 65 歳に引き上げられつつあるが、時代に
逆行していると思われる。多くの者が、以前より若い年齢で教授になっている昨今、
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¾ （NIH と日本の）最も違うのは bench to bedside の臨床試験の体制の充実。
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〒100-0013 東京都千代田区霞ヶ関 1-3-2 
文部科学省 科学技術政策研究所 第 1 調査研究グループ 三浦有紀子 












回答１．      年      ヶ月 
 
問２． NIH で仕事を始めたのはいつですか。 
(1) 2003    (2) 2002    (3) 2001    (4) 2000    (5) 1999    (6) 1998 
(7) 1997    (8) 1996 年以前 
 
回答２．            
 
問３． 現在のポジションを教えてください。 
(1) NIH employee: (i) PI tenured, (ii) PI tenure-track, (iii) staff scientist, (iv) other 
(2) NIH postdoctoral program winner (Visiting fellow) 
(3) Other postdoctoral program winner (Special volunteer):  
(i) JSPS fellowship, (ii) other Japanese fellowship, (iii) other fellowship 
(4) Supplemental visiting fellow (NIH が給料の一部を負担している) 
(5) Guest scientist (NIH からは給料が支払われていないか、滞在費程度の支給のみ) 
(6) Volunteer（無報酬） 
 
回答３．            
 
問４． 前のポジションを教えてください。 
(1) 大学院生    (2) ポスドク    (3) 大学教員もしくは公的研究機関の研究員 
(4) 臨床医   (5) 会社員   (6) その他                
 
回答４．            
 
回答が３～６の場合は、(i) 退職 (ii) 休職扱いあるいは出向 
       いずれかを選択してください。             
 
 





(3) その他                                   
 









(6) その他                                   
 




























(6) その他                                   
(7) 具体的に考えていない。 
 
回答８．            
 






(4) その他                                   
 
回答８補足．           
 
問９． 実際に次のポジションに応募したことがありますか。 
(1) はい    (2) いいえ 
 








問 10．問９の答えが (1) のときにお答えください。 
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回答 10―②．                
 










(1) 生年：              
(2) 性別： (i) 男性  (ii) 女性                  
(3) 博士号の種類 
(i) 農学    (ii) 工学    (iii) 理学    (iv) 医学    (v) 歯学 
 
(vi) 薬学   (vii) その他    (viii) 博士号未取得               
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To whom it may concern, 
 
My name is Yukiko Miura who belong to National Institute of Science and Technology 
Policy (NISTEP, Kagakugijutsuseisakukenkyuujo)/the Ministry of Education, Culture, 
Sports, Science and Technology (MEXT, Monbukagaku-syou), Japan. 
 
NISTEP is affiliated with MEXT, and we analyze Japanese and international science & 
technology policies to support policy makers in MEXT and the Cabinet of Office 
(Naikakufu).  And I am sending this e-mail to ask your help.  Could you please answer 
a questionnaire by 30th, November?  I would like to search the status of Japanese 
scientists in foreign countries and use this result to improve the recruitment and 
funding system in Japan. 
 
Actually, I used to be a postdoctoral fellow in NIDDK/NIH about three years ago.  I 
started my new job as a science & technology policy analyst in this January.  
Unfortunately, at present, Japanese government has few data on Japanese scientists in 
foreign countries.  It will be very useful if you can give your opinion because you know 
the both system in Japan as well as US.  I will really appreciate it if you would respond 
to me.  Of course, I would like to promise to keep your privacy. 
 
Please contact me to ym40z@nistep.go.jp if you have any question and/or you will not 
have received my letter by 20th, Nov.  Also, please let me know if somebody who is 
Japanese in NIH did not receive this e-mail. 
Please also visit our website (http://www.nistep.go.jp). 
 
Again, thank you very much for your help. 
Best regards, 
 
Yukiko MIURA, Ph.D. 
National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP) 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) 
1-3-2 Kasumigaseki Chiyoda-ku, 
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Questionnaire 
Could you please select a number of your answer, or write down your answers on 
underlines?  We will be able to receive your answers both in English and in Japanese. 
 
Q1. How long have you been in the United States and in other foreign countries? 
 
Your answer is                          
 
Q2. When did you start working at NIH? 
 (1) 2003  (2) 2002  (3) 2001  (4) 2000   
(5) 1999  (6) 1998  (7) 1997  (8) Before 1996 
 
Your answer is                          
 
Q3. What is your present position? 
(1) NIH employee: (i) PI tenured, (ii) PI tenure-track, (iii) staff scientist, (iv) other 
(2) NIH postdoctoral program winner (Visiting fellow) 
(3) Other postdoctoral program winner (Special volunteer): 
 (i) JSPS fellowship, (ii) other Japanese fellowship, (iii) other fellowship 
(4) Supplemental visiting fellow 
(5) Guest scientist 
(5) Volunteer (No salary) 
 
Your answer is                            
 
Q4. What is your former position? 
  (1) Graduate school student (2) Postdoctoral fellow 
  (3) Permanent staff in university or institution (4) Clinical doctor 
  (5) Company employee    (6) Other:                                              
 
Your answer is                         
 If your answer is #3 ~ #6, please select whether (i) You completely quited. 
          (ii) You still keep your position. 
 
                                                                                  
(Continued) 
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Q5. How did you find your present position in NIH? 
(1) Check of “Job Opportunity” at website of NIH or advertisement on a journal etc. 
(2) Advice and recommendation by your former supervisor(s) 
(3) Other:                                                                       
 
Your answer is                            
 
Q6. Could you tell us why you came to US? (You can select multiple answers.) 
(1) To carry out your project (Your project can be carried out in US only.) 
(2) To extend your research in the new field 
(3) To improve an ability to communicate and present in English 
(4) No available position as a research staff in Japan  
(5) No available position as a postdoctoral fellow in Japan 
(6) Other:                                                                         
 
Your answer(s) is/are                               
 
Q7. Could you tell us about your plan of stay in US and return to Japan?  
(1) You will return to Japan when the visa expires. 
(2) You will try to apply to a new position in Japan as well as try to extend your 
present visa status at the same time.  You are hoping to return to Japan when 
you get a new position. 
(3) You will try to apply a new position not only in Japan but also in US.  You will go 
anywhere you have got a position. 
(4) You prefer to stay in US even if you are able to get the visa.  If you do not succeed 
it, you will return to Japan. 
(5) You already have a Green card or are applying for the Green card, and do not have 
a plan to return to Japan. 
(6) You have not decided it yet. 
 
Your answer is                              
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Q8. Which kind of position are you planning to apply at the next position? (You can 
select multiple answers.) 
(1) Academic research position in Japan (including national institution) 
(2) Clinical position in Japan 
(3) Non-academic research position in Japan (ex. company etc.) 
(4) Non-research position in Japan (ex. teacher, consultant, patent attorney, program 
director/officer etc.) 
(5) Any research position in US or other countries 
(6) Other:                                     
(7) No decision 
 
Your answer(s) is/are                                 
 
If you selected (5), please select the reason. 
(1) You will not get satisfied in Japanese circumstance in the research field. 
(2) It will be very hard to succeed to get a new research position in Japan. 
(3) You have a reason which is unrelated to the science. 
(4) Other:                                                                         
 
Your answer is                                   
 
Q9. Have you ever applied to the next position? 
  (1) Yes  (2) No 
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Q10. If your answer to Q9 is “Yes”,  
 When have you started to apply it?                                         
 Could you tell us which kind of position it is?  (You can select multiple 
answers.) 
(1) Academic research position in Japan (including national institution) 
(2) Clinical position in Japan 
(3) Non-academic research position in Japan (ex. company etc.) 
(4) Non-research position in Japan (ex. teacher, consultant, patent attorney, program 
director/officer etc.) 
(5) Any research position in US or other countries 
(6) Any non-research position in US or other countries 
 
Your answer(s) is/are                                 
 








Q13. Could you tell us your 
(1) Year of birth:                                
 
(2) Sex:      (i) Male  (ii) Female                                 
 
(3) Type of degree (Hakase-gou):  (i) Agriculture (ii) Engineering   
(iii) Natural science  (iv) Medical science  (v) Dental science   
(vi) Pharmaceutical science  (vii) Other:                                   
(viii) No degree 
 
  Your answer is                                
 
(5) Year of getting the degree:                             
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1年未満 1 14 15
1年以上2年未満 3 25 28
2年以上3年未満 1 22 23
3年以上4年未満 1 11 12
4年以上5年未満 3 3 6
5年未満合計 9 75 84
5年以上10年未満 16 7 23
10年以上20年未満 9 1 10
20年以上30年未満 4 0 4
30年以上 4 0 4
不明（未回答） 0 3 3





2003年（調査実施年） 2 18 20
2002年 3 27 30
2001年 3 25 28
2000年 1 9 10
1999年 3 2 5
1998年 3 1 4
1997年 4 0 4
1996年以前 23 0 23
不明（未回答） 0 4 4





















合計 42 86 128
図２
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問４　前のポジション
NIH職員 （うち休職等ポスドク等 （うち休職等 全体
大学院生 4 ― 25 ― 29
ポスドク 15 ― 12 ― 27
大学教員もしくは公的研究機関の研究員 19 2 25 8 46
臨床医 2 0 20 8 22
会社員 0 0 1 0 1
その他 1 0 1 1 2
不明 1 2 3




インターネットや雑誌の求人情報を見て 16 43 59
教授や上司の助言や薦め 6 11 17
その他 20 30 50
不明 0 2 2
合計 42 86 128
図８
問６　米国に来た理由（複数回答可）
回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％）
米国でしかできない研究テーマだった 11 26.2 25 29.1 36 28.1
自分の研究の幅を広げたかった 29 69.0 64 74.4 93 72.7
英語によるコミュニケーションやプレゼ
ンテーション能力を向上したかった 9 21.4 56 65.1 65 50.8
日本で希望する常勤的な研究職の空
きポジションがなかった 10 23.8 18 20.9 28 21.9
日本で希望するポスドクの空きポジ
ションがなかった 1 2.4 5 5.8 6 4.7
その他 10 23.8 20 23.3 30 23.4























現時点では、具体的に考えていない 5 5 10
不明 0 4 4
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問８　次のポジション希望（複数回答可）
回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％）
日本の大学や公的研究機関の研究職 24 57.1 54 62.8 78 60.9
日本の臨床医 6 14.3 29 33.7 35 27.3
日本の大学、公的研究機関以外の研究 7 16.7 11 12.8 18 14.1
日本の研究職以外のポジション 1 2.4 8 9.3 9 7.0
日本以外での研究職 16 38.1 27 31.4 43 33.6
その他 2 4.8 2 2.3 4 3.1
具体的に考えていない 10 23.8 3 3.5 13 10.2




日本の大学や公的研究機関の研究職 8 17 25
日本の臨床医 0 15 15
日本の大学、公的研究機関以外の研究 1 0 1
日本の研究職以外のポジション 0 0 0
日本以外での研究職 6 8 14
その他 1 1 2
具体的に考えていない 10 3 13
問８補足　「日本以外での研究職」を選択した理由（複数回答可）
回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％）
日本の研究環境には満足できない 9 56.3 15 55.6 24 55.8
日本で研究職を探すのは非常に難しい 7 43.8 8 29.6 15 34.9
研究とは直接関係ない事情がある 2 12.5 4 14.8 6 14.0
その他 2 12.5 1 3.7 3 7.0
無回答 1 6.3 3 11.1 4 9.3
問９　現職中の転職活動経験
NIH職員 ポスドク等 全体
ある 12 12 24
ない 27 66 93
不明 3 8 11





2003年（調査実施年）に入ってから 5 8 13
それ以前 4 1 5
不明 4 3 7
表２
②応募したポジション（複数回答可）
回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％）
日本の大学や公的研究機関の研究職 6 50.0 6 50.0 12 50.0
日本の臨床医 0 0.0 2 16.7 2 8.3
日本の大学や公的研究機関以外の研究 1 8.3 1 8.3 2 8.3
日本の研究職以外のポジション 0 0.0 0 0.0 0 0.0
日本以外での研究職 7 58.3 6 50.0 13 54.2
日本以外での研究職以外のポジション 1 8.3 0 0.0 1 4.2















1970年～ 1 35 36
1965年～1969年 9 36 45
1960年～1964年 15 13 28
1955年～1959年 6 0 6
1950年～1954年 1 0 1
1945年～1949年 2 0 2
1940年～1944年 3 0 3
1939年以前 2 0 2
不明 3 2 5




男性 35 65 100
女性 4 18 22
不明 3 3 6
合計 42 86 128
③博士号の種類
NIH職員 ポスドク等 全体
農学 1 6 7
工学 0 0 0
理学 12 11 23
医学 20 50 70
歯学 1 3 4
薬学 3 6 9
その他 4 6 10
博士号未取得 0 0 0
不明 1 4 5




2003年 1 7 8
2002年 1 12 13
2001年 0 13 13
2000年 2 14 16
1999年 2 14 16
1998年 0 6 6
1997年 1 4 5
1996年 2 5 7
1995年 5 2 7
1990年～1994年 13 3 16
1985年～1989年 3 0 3
1980年～1984年 1 0 1
1975年～1979年 2 0 2
1970年～1974年 3 0 3
1969年以前 3 0 3
不明 3 6 9
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